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CDK11B

CDK11B; CDC2L1; CDK11; PITSLREA; PK58; Cyclin-dependent kinase 11B; Cell division cycle
2-like protein kinase 1; CLK-1; Cell division protein kinase 11B; Galactosyltransferase-
associated protein kinase p58/GTA; PITSLRE serine/threonine-prot
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、セリン／スレオニンプロテインキナーゼファミリーのメンバーをコードしています。このキナーゼファミリーのメンバーは、真核生物の細胞周期制御に必須であることが知られています。分節重複のため、この遺伝子は隣接する遺伝子と非常に高い配列相同性を有しています。神経芽腫では、これら2つの遺伝子が頻繁に欠失または変異しています。この遺伝子によってコードされるプロテインキナーゼはカスパーゼによって切断され、細胞のアポトーシスに関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年4月],注意：ここに示す配列はEnsembl自動解析パイプラインから得られたものであり、予備的なデータとして考慮してください。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達；細胞周期；キナーゼ／ホスファターゼ；Cdk
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	CDC2L1抗体を用いたHUVECおよびHepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PITSLREポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

